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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

平成20年12月期（平成20年１月１日～平成20年12月31日）の業績予想について、平成20年８月22日

付当社「平成20年12月期 中間決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたし

ます。 

記 

１．連結業績予想の修正（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       7,600          860         890         230 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）       7,095         622         531          14 

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）       △505       △238       △359       △216 

 増  減  率  （％）       △6.6      △27.7      △40.3      △93.9 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      6,854         613         636         322 

 

２．単独業績予想の修正（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前 回 発 表 予 想 （Ａ）       6,950           470         530         115 

 今 回 修 正 予 想 （Ｂ）       6,460         244         240        △56 

 増  減  額  （Ｂ － Ａ）       △490       △226       △290       △171 

 増  減  率  （％）       △7.1      △48.1      △54.7         ― 

(ご参考) 

前期実績(平成 19 年 12 月期) 
      6,454         349         345         198 

 

３．業績予想の修正理由について 

 売上高につきましては、半導体製造装置用部品、液晶パネル製造装置用部品及びポリッシン

グ定盤の受注が設備投資抑制により減少したことから、前回発表の予想を下回る見込みであり

ます。損益につきましても、生産量の減少により固定費負担が増加し、営業利益、経常利益及

び当期純利益は、前回発表の予想を下回る見込みであります。 

 

※上記の予想は本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって大きく異なる結果となる可能性があります事をご承知おき

ください。 

 

以  上 


